
温
室
効
果
ガ
ス
８０
％
排
出
削
減
へ

民
活
で
革
新
的
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

水
道
法
改
正
案
に
つ
い
て
説
明

厚
生
審

部

会

農
薬
類
の
水
質
基
準
見
直
し
へ

中
央
環
境
審
議
会
地
球
環
境
部
会
は
二
月
二
十
日
、
東
京
・
港
区
の
三
田
共
用
会
議
所
で
第
二
十
一
回
「
長
期

低
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
小
委
員
会
」
（
委
員
長
・
浅
野
直
人
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
を
開
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
二
〇

五
〇
年
八
〇
％
削
減
に
向
け
た
道
筋
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
よ
う
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス＝

機
会
と
チ
ャ
レ
ン
ジ＝

課
題
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
、
技
術
と
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
。
民
間
活
力
を
最
大
限
活
用
し
て
革
新
的
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
。

平
成
二
十
八
年
五
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
で
は
「
わ
が
国
は

パ
リ
協
定
を
踏
ま
え
、
全
て

の
主
要
国
が
参
加
す
る
公
平

か
つ
実
効
性
あ
る
国
際
枠
組

み
の
も
と
、
長
期
的
目
標
と

し
て
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
八

〇
％
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
を
目
指
す
」
と
明
記
し

た
。
そ
の
一
方
で
「
こ
の
よ

う
な
大
幅
な
排
出
削
減
は
、

従
来
の
取
り
組
み
の
延
長
で

は
実
現
が
困
難
で
あ
る
」
と

指
摘
し
、
こ
れ
ま
で
の
技
術

や
制
度
の
延
長
線
上
で
は
十

分
に
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
の
認
識
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
中
環

審
は
有
識
者
に
よ
る
小
委
を

設
け
て
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な
道
筋
を

検
討
し
て
い
る
。

当
日
の
会
合
で
は
中
川
雅

治
環
境
相
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
こ
れ
ま
で
皆
さ
ま

か
ら
示
さ
れ
た
知
見
を
踏
ま

え
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
さ

せ
た
い
。
低
炭
素
社
会
へ
の

道
筋
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
と
な
る
。
実
現
す
る

に
は
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
普
及
が
不
可
欠
だ
。
民

間
活
力
を
最
大
限
活
用
し
、

優
良
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が

需
給
で
き
る
社
会
を
確
立
す

る
」
と
述
べ
、
活
発
な
議
論

を
促
し
た
。

小
委
で
は
「
二
〇
五
〇
年

八
〇
％
削
減
に
向
け
た
機
会

と
課
題
〜
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
立
ち
向
か
う
べ

き
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
題
し
た

資
料
を
討
論
の
た
た
き
台
と

し
て
提
示
。
そ
れ
に
よ
る
と

温
室
効
果
ガ
ス
の
二
〇
五
〇

年
八
〇
％
削
減
を
達
成
す
る

に
は
多
様
な
技
術
の
強
み
を

活
か
し
た
強
靭
性
の
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
国
際
競
争
力

の
源
泉
と
し
て
脱
炭
素
市
場

の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
そ
こ
で
大
幅
削
減
の
実

現
過
程
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス＝

機
会
と
立
ち
向

か
う
べ
き
チ
ャ
レ
ン
ジ＝

課

題
を
整
理
・
具
体
化
し
、
技

術
と
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の

一
体
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
す
る
。

一
方
、
技
術
・
経
済
社
会

シ
ス
テ
ム
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
市
場
の
成
り
行
き
だ
け

で
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
民
間
活
力
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
低

炭
素
化
と
普
及
に
要
す
る
時

間
を
考
慮
し
、
二
〇
五
〇
年

よ
り
十
分
前
に
脱
炭
素
・
低

炭
素
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

需
給
が
確
立
し
た
社
会
を
構

築
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
双
方
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。
炭

素
・
資
源
循
環
市
場
の
拡
大

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
発
電
・
風
力
発
電
・

水
素
発
電
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化

に
向
け
た
基
盤
整
備
な
ど
を

行
う
。

厚
生
科
学
審
議
会
は
二
月

十
五
日
、
東
京
・
霞
が
関
の

厚
生
労
働
省
共
用
会
議
室
で

第
十
九
回
「
生
活
環
境
水
道

部
会
」（
部
会
長
・
大
垣
眞
一

郎
公
益
財
団
法
人
水
道
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
を

開
き
、
水
質
基
準
な
ど
の
見

直
し
案
を
示
す
と
と
も
に
、

水
道
の
現
状
と
水
道
法
の
改

正
案
に
つ
い
て
厚
労
省
水
道

課
が
説
明
し
た
。
対
象
農
薬

リ
ス
ト
掲
載
農
薬
類
と
そ
の

他
農
薬
類
に
つ
い
て
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結

果
を
踏
ま
え
、
四
月
一
日
か

ら
水
質
基
準
を
変
更
す
る
。

当
日
は
宇
都
宮
啓
同
省
医

薬
・
生
活
衛
生
局
生
活
衛
生

・
食
品
安
全
審
議
官
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
水
道
の

普
及
率
は
九
七
％
に
達
し
て

お
り
、
拡
大
・
広
域
化
か
ら

基
盤
強
化
な
ど
の
老
朽
化
対

策
へ
と
課
題
の
フ
ェ
イ
ズ
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
変
化
に

対
応
し
た
水
道
事
業
の
一
層

の
推
進
へ
皆
さ
ま
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
賜
り
た
い
」

と
述
べ
た
。

今
回
の
水
質
基
準
の
見
直

し
で
は
①
イ
ソ
キ
サ
チ
オ

ン
、
シ
ア
ナ
ジ
ン
な
ど
の
新

評
価
値
の
設
定
②
プ
ロ
チ
オ

ホ
ス
の
オ
キ
ソ
ン
体
の
測
定

・
原
体
へ
の
合
算
の
追
加
③

ジ
チ
ア
ノ
ン
、
ジ
メ
ピ
ペ
レ

ー
ト
の
そ
の
他
農
薬
類
へ
の

移
行
④
そ
の
他
農
薬
類
の
ジ

ク
ロ
ル
プ
ロ
ッ
プ
、
メ
タ
ミ

ド
ホ
ス
の
新
評
価
値
の
設
定

な
ど
を
行
う
。

ま
た
水
道
法
の
改
正
で
は

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

制
度
の
改
善
や
適
切
な
資
産

管
理
・
広
域
連
携
・
官
民
連

携
の
推
進
、
関
係
者
の
責
務

の
明
確
化
な
ど
の
概
要
を
説

明
し
て
理
解
を
求
め
た
。

中環審小委で方向性示す

中川環境相

生活環境水道部会を開催

宇都宮審議官

）昭和２８年１１月４日
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